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一般社団法人 日本自動車工業会
一般社団法人 日本自動車部品工業会
一般社団法人 日本自動車車体工業会
一般社団法人 日本自動車タイヤ協会
一般社団法人 日本自動車販売協会連合会
い す ゞ 自 動 車 販 売 店 協 会
ト ヨ タ 自 動 車 販 売 店 協 会
日 産 自 動 車 販 売 協 会
Ｕ  Ｄ  ト ラ ッ ク ス 販 売 協 会
日 野 自 動 車 販 売 店 協 会
三 菱 自 動 車 販 売 協 会
三菱ふそうトラック・バス販売協会
全 国 ス バ ル 自 動 車 販 売 協 会
ダ イ ハ ツ 自 動 車 販 売 協 会
全 国 マ ツ ダ 販 売 店 協 会
ス ズ キ 自 動 車 販 売 店 協 会
ホ ン ダ 自 動 車 販 売 店 協 会
一般社団法人 全国軽自動車協会連合会
日 本 自 動 車 輸 入 組 合
一般社団法人 日本中古自動車販売協会連合会
一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会
一般社団法人 日本自動車機械工具協会
公益社団法人 全日本トラック協会

公益社団法人 全 国 通 運 連 盟
公益社団法人 日 本 バ ス 協 会
一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会
一般社団法人 全国自家用自動車協会
一般社団法人 日本損害保険協会
石 油 連 盟
一般社団法人 全日本指定自動車教習所協会連合会
一般社団法人 全国自動車標板協議会
一般財団法人 自動車検査登録情報協会
一般社団法人 全国レンタカー協会
一般社団法人 日本自動車リース協会連合会
一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会
一般社団法人 自動車公正取引協議会
全国自動車検査登録印紙売捌人協議会
一般財団法人 関東陸運振興センター
一般社団法人 東京都トラック協会
一般社団法人 神奈川県トラック協会
一般社団法人 日本道路建設業協会
一般社団法人 日 本 ゴ ム 工 業 会
一般社団法人 日 本 塗 料 工 業 会
一般社団法人 板 硝 子 協 会
日本自動車車体整備協同組合連合会
一般社団法人 日本交通科学学会

一般社団法人 日 本 陸 送 協 会
一般社団法人 日本二輪車普及安全協会
一般財団法人 日本自動車研究所
一般社団法人 日本自動車機械器具工業会
特 定 非 営 利 活 動 法 人 ITS Japan
公益社団法人 自 動 車 技 術 会
公益財団法人 自動車リサイクル促進センター
一般社団法人 日 本 ガ ス 協 会
一般社団法人 日本自動車運行管理協会
一般社団法人 日本自動車用品・部品アフターマーケット振興会
一般社団法人 自動車再資源化協力機構
一般社団法人 自動車用品小売業協会
一般社団法人 日本オートオークション協議会
日 本 中 古 車 輸 出 業 協 同 組 合
全国オートバイ協同組合連合会
一般社団法人 日中投資促進機構
一般財団法人 日本自動車査定協会
一般財団法人 全日本交通安全協会
公益財団法人 日本自動車教育振興財団
一般社団法人 日本鉄リサイクル工業会
全日本自動車部品卸商協同組合
一般社団法人 日本自動車購入協会
一般社団法人 青森県自動車団体連合会

一般社団法人 岩手県自動車会議所
一般社団法人 宮城県自動車会議所
一般財団法人 秋田県全自動車協会
山 形 県 自 動 車 団 体 連 合 会
一般財団法人 福島県自動車会議所
東 京 都 自 動 車 会 議 所
一般社団法人 神奈川県自動車会議所
一般社団法人 静岡県自動車会議所
一般社団法人 愛知県自動車会議所
一般社団法人 岐阜県自動車会議所
一般社団法人 三重県自動車会議所
一般社団法人 富山県自動車会議所
一般社団法人 石川県自動車会議所
一般社団法人 福井県自動車会議所
一般社団法人 大阪自動車会議所
一般社団法人 徳島県自動車会議所
一般社団法人 香川県自動車会議所
愛 媛 県 自 動 車 会 議 所
高 知 県 自 動 車 会 議 所
一般財団法人 大分県自動車会議所

（ほかに企業会員73、推薦会員１）

続けていけるだろうか。プラットフォームの統合、
OEM車の増加を見ていると、自動車から趣味性
が薄れてしまうのではないかという不安を感じる。
　さらに、エンターテインメント系装備が車の制
御系ユニットと統合されることによって、一昔前
までカスタマイズパーツの代表格であったホイー
ル、カーナビ、スピーカーを交換できないモデル
が増え始めている。電動化、自動運転化、情報化
を見据えるならば当然の進化とみられるが、パッ
ケージングされた製品には必ず不満が出るもの。
今後、愛車にユーザーの個性を盛り込む余地が少
なくなることで、“クルマ離れ” が加速すること
が懸念される。
　しかし、コロナ禍には、DIYでカースピーカー
の装着にチャレンジするユーザーが増え、後付け
スピーカーの販売が大幅に増加したことで業界内
から驚きの声が上がった。愛車を自分らしくアッ
プデートしたい、飾りたいというニーズは、今は
まだ根強く存在しているのだ。さらに今年１月に
開催された「東京オートサロン」、２月に開催さ
れた「大阪オートメッセ」には、“カッコいい”
車両を幾重にも囲むクルマファンたちがいた。
　サードパーティが存在感を発揮できるアフター
マーケットを育てることで、クルマは、道具化せ
ず、文化であり続けられると強く感じた。

日本自動車会議所会員（2024年３月15日現在）＝団体会員89、順不同＝

　年度末の引っ越しシーズ
ンを迎えた。新卒者の就
職、転勤による移動だけで
なく、今年は転職も増えて
いると聞く。中国地方で賃

貸マンション、アパートの管理事業に携わってい
る身内からは、ここ数年ないほどの忙しさの愚痴
を度々聞かされており、社会がコロナ禍から立ち
直り、ビジネス環境が再び変化している表れと感
じている。
　その身内からは、良い物件への応募が重複した
際、入居希望者の可否を判断する材料のひとつに
所有するクルマが重視されているという話を聞い
た。特定の車種で一桁もしくはゾロ目ナンバーの
クルマの所有者は、入居後にトラブルを起こすケ
ースが多いというのだ。もちろん経験則に基づく
判断で、公にされているものではない。大規模な
反社会的組織の拠点に近い地域という特性である
ことも関係するのかもしれない。
　その判別手法が正しいか否かは別として、クル
マはそれだけ所有者のパーソナリティを明確に示
すということを認識させられる。高額商品だけに、
ファッションよりも強い自己主張と受け止められ
ているようだ。
　一方で、クルマはそうした多様な趣味性に応え

クルマは個性の表現
交通毎日新聞社取締役編集局長　鈴木　智
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